
















【対象と方法】C57/BL6 マウスを STZ 腹膜内投与により高血糖とし、脱毛後、
毛周期が telogenのマウス背部正中皮膚を 8 mm biopsyパンチを用いて除いた。
プロペト塗布群をcontrol群として、実験群としてエダラボン(エダラボン0.03 g/
プロペト 0.97 g)を皮膚欠損部に術後 0、4日目に 10 mg塗布し創傷治癒過程を
術後 0、4、7 日後にカメラを用いて記録した。創傷治癒効果は術後 0 日目に対
する該当日の皮膚欠損部減少割合として評価した。術後 7 日目、創部の von 


























































































































A2-4: NOと VEGF-Aは互いに regulateしていることが報告されており、VEGF-Aに
よって eNOSが活性化されると、NOが upregulateされる。このNOの upregulation







Q3-1: VEGFには様々な種類があると思うが、なぜ VEGF-Aと VEGF-Cに着目したの
か？ 
A3-1: 血管新生においては VEGF-A が、リンパ管新生においては VEGF-C が代表的

















Q: 皮膚の layerでいけば、エデラボンはどこに効果があったと考えているか？ 
A: 血管形成は生理的な部位である真皮で生じており、少なくとも真皮には効果があっ
たのではないかと考えている。 
 
 本論文は斬新さと重要性、および的確な質疑への応答により学位論文に値すると評価
された。 
